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＜300040＞

 

 

 

 

 
第63期 (決算日 2024年４月22日) 

 

 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 

｢公社債投信４月号」は、2024年４月22日に第63期の決算を行ないましたので、期中の運用状況をご報告申しあげ

ます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

 
 

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券 

信 託 期 間 1961年４月24日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
｢ボンド・マザーファンド」受益証券ならびにわが国の国債および地方債、金融債、電力債を組入れの中心として、安定し

た収益の確保をめざして安定運用を行ないます。 

主要運用対象 
公 社 債 投 信 ４ 月 号 

｢ボンド・マザーファンド」受益証券ならびにわが国の国債およびその他の公社債を

主要投資対象とします。 

ボ ン ド ・ マ ザ ー フ ァ ン ド わが国の国債およびその他の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

公 社 債 投 信 ４ 月 号 
株式への投資は行ないません。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

ボ ン ド ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 
株式への投資は行ないません。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 毎決算時、運用収益(純資産総額の元本超過額)の全額を収益分配金に充当します。 

 

 

公社債投信４月号 

運用報告書(全体版) 

受 益 者 の み な さ ま へ 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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公社債投信４月号 

 

○最近３期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 銭 ％ ％ 百万円 

61期(2022年４月19日) 9,998 0.00 0.0 97.6 3,780 

62期(2023年４月19日) 9,999 0.00 0.0 89.9 3,529 

63期(2024年４月22日) 10,000 4.34 0.1 91.4 3,339 
 
（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注）元本の安全性を優先した運用を行なっているため、ベンチマークおよび参考となる指標はございません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ 

2023年４月19日 9,999    － 89.9 

４月末 9,999    0.0 88.3 

５月末 10,000    0.0 90.8 

６月末 10,000    0.0 90.3 

７月末 10,000    0.0 90.9 

８月末 10,001    0.0 91.7 

９月末 10,001    0.0 95.6 

10月末 10,002    0.0 92.7 

11月末 10,002    0.0 90.8 

12月末 10,002    0.0 95.6 

2024年１月末 10,002    0.0 91.7 

２月末 10,003    0.0 91.1 

３月末 10,003    0.0 93.4 

(期  末)    

2024年４月22日 10,004.34 0.1 91.4 
 
（注）期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

【運用報告書の表記について】 

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の

値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 
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公社債投信４月号 

○運用経過 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

 

 

 

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2023年４月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第３位を四捨五入して表示しております。 

（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、国債、地方債、金融債、電力債などの公社債などに投資するとともに、ファミリーファン

ド方式で運用を行ない、公社債などを主要投資対象とする「ボンド・マザーファンド」受益証券にも投資し

ます。原則として、残存１年以内の債券などを中心に投資を行なうことにより、安定運用を行ないます。当

作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資先資産から利息収入などを得たこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・国内短期金利が概ねマイナス圏で推移したこと（2024年３月中旬まで）。 
   

期中の基準価額等の推移 
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公社債投信４月号 

 

（債券市況） 

期間中の国内短期金融市場では、日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」の推進を受けて、

期間の初めから、金利がマイナス圏で推移する展開となりました。 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.01％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール

市場でもマイナス圏での取引が続いたものの、2024年３月の金融政策決定会合においてマイナス金利政策の

解除が決定されたことから、0.08％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.18％近辺から、日銀による国債買入れの継続な

どを受けてマイナス圏での推移が続いたものの、2024年３月にはマイナス金利政策の解除が決定されたこと

から、0.01％近辺で期間末を迎えました。 

国内債券市場では、期間の初めから2023年10月下旬にかけては、米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）後

に公表されたＦＯＭＣ参加者による政策金利の見通しの内容から、米国の金融引き締め長期化が意識された

ことや、日銀が金融政策決定会合において長短金利操作（イールドカーブ・コントロール）の運用を更に柔

軟化することを決め、長期金利の上限の目途を１％として一定の上昇を容認したことなどから、国債利回り

は総じて上昇（債券価格は下落）しました。11月上旬から2024年１月前半にかけては、ＦＯＭＣの結果を背

景に米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が2024年に利下げに動くとの観測が強まったことや、能登半島地震

の発生を受けて日銀が早期に金融緩和政策を修正するとの観測が後退したことなどから、国債利回りは総じ

て低下（債券価格は上昇）しました。１月後半から期間末にかけては、企業から高い水準の回答が相ついだ

春季労使交渉（春闘）を受けて金融政策決定会合でマイナス金利を解除するとの観測が強まったことや、堅

調な米国の経済指標の発表を受けて、ＦＲＢの利下げが遅れるとの見方が強まったこと、円安／アメリカド

ル高が輸入物価の上昇を通じて国内のインフレ圧力となり、日銀の追加利上げを促すとの思惑などから、国

債利回りは総じて上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

前回の決算時に策定した運用方針に従い、主として「ボンド・マザーファンド」受益証券を通じて、相対

的に価格変動リスクが小さい残存期間が１年以内の債券や短期金融資産などを中心とした運用を行ないまし

た。投資適格と判断する範囲内において、残存期間および利回りなどを比較検討したうえで投資を行ないま

した。 

 

（ボンド・マザーファンド） 

前回の決算時に策定した運用方針に従い、主として相対的に価格変動リスクが小さい残存期間が１年以内

の債券や短期金融資産などを中心とした運用を行ないました。なお、投資適格と判断する範囲内において、

残存期間および利回りなどを比較検討したうえで投資を行ないました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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公社債投信４月号 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を

設定しておりません。 

 

 

分配方針に従い、毎決算時、運用収益（純資産総額の元本超過額）の全額を収益分配金に充当します。当

期の収益分配金は、１万口当たり４円34銭（年率0.04％、税込み）となりました。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

日銀は2024年３月の金融政策決定会合で従来のマイナス金利政策から短期金利を0～0.1％で推移するよう

促すとする政策へ変更しました。 

このような投資環境の下、公社債投信４月号はファミリーファンド方式で運用を行ないます。当ファンド

は主として「ボンド・マザーファンド」受益証券を組み入れることで、金利リスクを抑えた運用を行なう方

針です。日銀の政策変更を受けて、３ヵ月以上の国債利回りはプラス利回りとなっていますが、一部短期国

債は引き続きマイナス利回りで取引されています。国債以外の公社債については概ねプラス利回りで取引さ

れています。当ファンドでは流動性の確保、分散投資の観点などからマイナス利回りの有価証券にも投資を

行なう場合もあります。 

また、金融環境などの変化に弾力的に対応するために、残存期間が１年超５年以内の債券への投資を行な

い、中長期的に元本の安全性に配慮しながら収益性を追求した運用を実施する場合もあります。 

 

（ボンド・マザーファンド） 

当面は、主として残存期間が１年以内の債券や短期金融資産を中心に組み入れ、金利リスクを抑えた運用

を行なう方針です。流動性の確保、分散投資の観点などからマイナス利回りの有価証券にも投資を行なう場

合もあります。 

また、金融環境などの変化に弾力的に対応するために、残存期間が１年超５年以内の債券への投資を行な

い、中長期的に元本の安全性に配慮しながら、収益性を追求した運用を実施する場合もあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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公社債投信４月号 

○１万口当たりの費用明細 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 0  0.001  (a)信託報酬＝期中の計算口当たり計理上元本×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (0)  (0.000)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (0)  (0.001)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (0)  (0.000)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (0)  (0.000)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (0)  (0.000)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 0   0.002    

期中の平均基準価額は、10,001円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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公社債投信４月号 

（参考情報） 

○総経費率 
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税

を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）

は0.00％です。 

 

 

 
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いた

だけますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 
（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
社債券（投資法人債券を含む） － － 
 (80,000)

 
（注）金額は受け渡し代金。(経過利子分は含まれておりません｡) 
（注）( )内は償還による減少分です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ボンド・マザーファンド 172,216 179,000 343,381 357,000 
 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年４月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ボンド・マザーファンド 3,297,299 3,126,133 3,250,866 
 
（注）親投資信託の2024年４月22日現在の受益権総口数は、50,109,186千口です。 

公社債 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年４月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ボンド・マザーファンド 3,250,866 97.2 

コール・ローン等、その他 93,880 2.8 

投資信託財産総額 3,344,746 100.0 
 
（注）比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年４月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,344,746,578   

 コール・ローン等 93,879,813   

 ボンド・マザーファンド(評価額) 3,250,866,545   

 未収利息 220   

(B) 負債 4,960,541   

 未払収益分配金 1,449,465   

 未払解約金 3,456,730   

 未払信託報酬 38,864   

 その他未払費用 15,482   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,339,786,037   

 元本 3,339,783,104   

 次期繰越損益金 2,933   

(D) 受益権総口数 3,339,783,104口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 
 
（注）当ファンドの期首元本額は3,529,846,913円、期中追加設定

元本額は113,574,742円、期中一部解約元本額は303,638,551
円です。 

（注）１口当たり純資産額は1.0000円です。 
 

○損益の状況 (2023年４月20日～2024年４月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 受取利息等収益 54,519   

 受取利息 64,042   

 支払利息 △    9,523   

(B) 有価証券売買損益 1,983,577   

 売買益 2,341,110   

 売買損 △  357,533   

(C) 信託報酬等 △   66,260   

(D) 当期利益(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,971,836   

(E) 前期繰越損益金 △  248,094   

(F) 追加信託差損益金 △  219,479   

(G) 解約差損益金 △   51,865   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,452,398   

(I) 収益分配金 △1,449,465   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 2,933   
 
（注）損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
（注）計算期間における純資産額の元本超過額1,452,398円を分配

対象収益として1,449,465円（１万口当たり４円34銭）を当
期の分配金額としております。 

 
 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 4円34銭 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2023年４月20日から2024年４月22日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、資金借入れの上限額を当ファンドの純資産の10％以内から純資産の範囲内へ変更

するべく、2024年３月６日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第21条の２） 

 
 

 

 

約款変更について 

 当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基

づき、次ページ以降にご報告申しあげます。 
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第23期（決算日 2023年11月20日) 

(2022年11月22日～2023年11月20日） 

 

 

 
 

信 託 期 間 2000年11月27日から原則無期限です。 

運 用 方 針 公社債への投資により、安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。 

主 要 運 用 対 象 わが国の国債およびその他の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
株式への投資は行ないません。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

 

 

 
 

わが国の国債および地方債、金融債、電力債を組入れの中心として、安定した収益の確保をめざして運用を行

ないます。 

 

 

 

ボンド・マザーファンド 

運 用 報 告 書 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

フ ァ ン ド 概 要 

＜335789＞
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○最近３期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

 円 ％ ％ 百万円 

21期(2021年11月24日) 10,392 0.0 97.7 60,936 

22期(2022年11月21日) 10,392 0.0 94.2 57,685 

23期(2023年11月20日) 10,396 0.0 95.6 55,530 
 
（注）元本の安全性を優先した運用を行なっているため、ベンチマークおよび参考となる指標はございません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年11月21日 10,392 － 94.2 

11月末 10,392 0.0 90.0 

12月末 10,392 0.0 90.4 

2023年１月末 10,392 0.0 84.6 

２月末 10,392 0.0 83.6 

３月末 10,393 0.0 89.3 

４月末 10,393 0.0 88.9 

５月末 10,394 0.0 91.4 

６月末 10,394 0.0 90.8 

７月末 10,394 0.0 91.3 

８月末 10,395 0.0 92.3 

９月末 10,395 0.0 96.3 

10月末 10,396 0.0 93.5 

(期  末)    

2023年11月20日 10,396 0.0 95.6 
 
（注）騰落率は期首比です。 

 

【運用報告書の表記について】 

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の

値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 
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○運用経過 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

期間の初め10,392円の基準価額は、期間末に

10,396円となり、騰落率は＋0.0％となりました。 

 

 

期間中、基準価額に影響した主な要因は以下の通

りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資先資産から利息収入などを得たこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・国内短期金利がマイナス圏で推移したこと。 

 

（債券市況） 

期間中の国内短期金融市場では、日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」の推進を受けて、

期間の初めから、金利がマイナス圏で推移する展開となりました。 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.07％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール

市場でもマイナス圏での取引が続き、－0.01％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.11％近辺から、日銀による国債買入れの継続な

どを受けてマイナス圏での推移が続き、－0.23％近辺で期間末を迎えました。 

国内債券市場では、米国の地方銀行の経営破綻やスイスの大手金融グループの経営悪化への懸念を受けて

投資家のリスク回避姿勢が強まったことや、日銀新総裁が就任会見で金融緩和政策を継続する考えを示した

こと、中東情勢の緊迫化を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどから、利回りが低下（債券価

格は上昇）する局面があったものの、日銀が金融政策決定会合でイールドカーブ・コントロール（長短金利

操作）における長期金利の許容変動幅の拡大を決定したことや、米国の金融当局が預金者保護を表明したこ

とおよび主要中央銀行による流動性供給などを受けて金融システムへの警戒感が和らいだこと、米国連邦公

開市場委員会（ＦＯＭＣ）後に公表されたＦＯＭＣ参加者による政策金利の見通しの内容から、米国の金融

引き締め政策の長期化が意識され米国長期金利が上昇したこと、日銀が金融政策決定会合においてイールド

カーブ・コントロールの運用をさらに柔軟化することを決め、長期金利の上限の目途を１％として一定の上

基準価額の推移 

 

 
期  首 期中高値 期中安値 期  末 

2022/11/21 2023/10/03 2022/11/22 2023/11/20 

10,392円 10,396円 10,392円 10,396円 

  

基準価額の推移 

基準価額の変動要因 
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昇を容認したことなどから、国債利回りは総じて上昇（債券価格は下落）しました。 

 

 

前回の決算時に策定した運用方針に従い、相対的に価格変動リスクが小さい残存期間が１年以内の債券や

短期金融資産などを中心とした運用を行ないました。投資適格と判断する範囲内において、残存期間および

利回りなどを比較検討したうえで投資を行ないました。 

 

○今後の運用方針 

日銀は「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」を継続しています。この政策は、短期政策金利をマイナ

ス0.1％にするとともに、10年物国債金利がゼロから1.00％程度で推移するように国債を買い入れることを柱

としています。 

ボンド・マザーファンドは引き続き残存期間が１年以内の債券や短期金融商品などを中心に組み入れ、金

利リスクを抑えた運用を行なう方針です。日銀によるマイナス金利政策を受けて、短中期の国債利回りはマ

イナスとなっています。国債以外の公社債についても一部マイナス利回りで取引されています。流動性の確

保、分散投資の観点などからマイナス利回りの有価証券にも投資を行ないます。このため、ポートフォリオ

の収益力低下に伴ない、基準価額が前日比で値下がりする場合が想定されます。 

ただし、金融環境などの変化に弾力的に対応するために、残存期間が１年超５年以内の債券への投資を行

ない、中長期的に元本の安全性に配慮しながら、収益性を追求した運用を実施する場合もあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

ポートフォリオ 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） そ の 他 費 用 0  0.000  (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (0)  (0.000)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 0   0.000    

期中の平均基準価額は、10,393円です。  

 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
地方債証券 10,630,531 － 
 (11,747,960)

特殊債券 7,593,321 － 
 (10,614,000)

社債券（投資法人債券を含む） 39,553,404 － 
 (36,450,000)

 
（注）金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注）( )内は償還による減少分です。 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
コマーシャル・ペーパー 3,998,429 － 
 (5,000,000)

 
（注）金額は受け渡し代金。 
（注）( )内は償還による減少分です。 

 

公社債 

その他有価証券 



u300040_01_3542753712406.docx 

 
－ 15 － 

ボンド・マザーファンド 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○組入資産の明細 (2023年11月20日現在) 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

地方債証券 
9,271,000 9,296,822 16.7 － － － 16.7 

( 9,271,000) ( 9,296,822) (16.7) (－) (－) (－) (16.7)

特殊債券 
(除く金融債) 

6,130,000 6,141,970 11.1 － － － 11.1 

( 6,130,000) ( 6,141,970) (11.1) (－) (－) (－) (11.1)

金融債券 
400,000 400,000 0.7 － － － 0.7 

(   400,000) (   400,000) ( 0.7) (－) (－) (－) ( 0.7)

普通社債券 
(含む投資法人債券) 

37,193,600 37,249,569 67.1 － － － 67.1 

(37,193,600) (37,249,569) (67.1) (－) (－) (－) (67.1)

合 計 
52,994,600 53,088,362 95.6 － － － 95.6 

(52,994,600) (53,088,362) (95.6) (－) (－) (－) (95.6)
 
（注）（ )内は非上場債で内書きです。 
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

国内公社債 
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(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償還年月日 備 考 

地方債証券 ％ 千円 千円   

平成25年度第15回北海道公募公債 0.67 360,000 360,663 2024/２/28  

平成26年度第７回北海道公募公債 0.581 200,000 200,859 2024/８/29  

平成26年度第９回北海道公募公債 0.52 100,000 100,427 2024/10/31  

第80回神奈川県公募公債（５年） 0.001 100,000 99,967 2024/９/20  

第383回大阪府公募公債（10年） 0.695 100,000 100,301 2024/４/26  

第386回大阪府公募公債（10年） 0.585 100,000 100,397 2024/７/30  

第387回大阪府公募公債（10年） 0.521 100,000 100,401 2024/８/28  

平成26年度第６回静岡県公募公債 0.566 400,000 401,730 2024/８/26  

平成26年度第９回静岡県公募公債 0.554 200,000 200,969 2024/10/24  

平成25年度第19回愛知県公募公債（10年） 0.732 500,000 500,722 2024/１/31  

平成26年度第９回愛知県公募公債（10年） 0.576 200,000 200,881 2024/８/26  

平成26年度第10回愛知県公募公債（10年） 0.588 300,000 301,396 2024/９/30  

平成25年度第５回広島県公募公債 0.75 750,000 751,057 2024/１/29  

平成25年度第10回埼玉県公募公債 0.67 200,000 200,357 2024/２/26  

平成26年度第１回埼玉県公募公債 0.679 100,000 100,273 2024/４/17  

平成26年度第３回福岡県公募公債 0.562 100,000 100,431 2024/８/27  

平成25年度第８回千葉県公募公債 0.67 200,000 200,014 2023/11/24  

平成26年度第１回千葉県公募公債 0.679 100,000 100,293 2024/４/25  

第128回共同発行市場公募地方債 0.66 300,000 300,027 2023/11/24  

第131回共同発行市場公募地方債 0.66 100,000 100,170 2024/２/23  

第133回共同発行市場公募地方債 0.689 200,000 200,596 2024/４/25  

第135回共同発行市場公募地方債 0.659 200,000 200,759 2024/６/25  

第139回共同発行市場公募地方債 0.544 555,000 557,670 2024/10/25  

平成25年度第２回島根県公募公債 0.67 106,000 106,021 2023/11/27  

平成25年度第１回佐賀県公募公債 0.65 100,000 100,022 2023/11/29  

平成25年度第１回福島県公募公債 0.65 200,000 200,040 2023/11/29  

平成25年度第１回浜松市公募公債 0.761 900,000 901,204 2024/１/24  

平成25年度第８回大阪市公募公債 0.767 200,000 200,300 2024/１/31  

第488回名古屋市公募公債（10年） 0.598 200,000 200,926 2024/９/20  

平成26年度第２回京都市公募公債 0.562 200,000 200,865 2024/８/28  

平成26年度第４回京都市公募公債 0.544 300,000 301,419 2024/10/17  

平成26年度第３回横浜市公募公債 0.571 300,000 301,275 2024/８/19  

平成25年度第３回広島市公募公債 0.67 400,000 400,680 2024/２/23  

平成26年度第１回千葉市公募公債 0.679 200,000 200,587 2024/４/25  

平成26年度第２回福井県公募公債 0.539 100,000 100,472 2024/10/24  

平成26年度第１回山梨県公募公債（10年） 0.534 500,000 502,482 2024/10/30  

平成25年度第１回岡山県公募公債（10年） 0.75 100,000 100,150 2024/１/31  

小 計  9,271,000 9,296,822   

特殊債券(除く金融債)      

第229回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.539 830,000 833,843 2024/10/31  

第121回日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.689 500,000 500,316 2023/12/20  

第136回日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.583 100,000 100,434 2024/９/20  

第７回公営企業債券（20年） 2.2 100,000 100,731 2024/３/22  

第56回地方公共団体金融機構債券 0.783 100,000 100,144 2024/１/26  

第57回地方公共団体金融機構債券 0.739 500,000 500,977 2024/２/28   
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銘 柄 

当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償還年月日 備 考 

特殊債券(除く金融債) ％ 千円 千円   

第59回地方公共団体金融機構債券 0.724 100,000 100,309 2024/４/26  

第63回地方公共団体金融機構債券 0.581 100,000 100,416 2024/８/28  

Ｆ190回地方公共団体金融機構債券 0.792 200,000 201,407 2024/10/24  

第18回水資源債券（サステナビリティボンド） 0.001 200,000 200,010 2023/12/20  

第83回株式会社日本政策金融公庫社債（一般担保付） 0.001 700,000 699,999 2024/３/５  

第87回株式会社日本政策金融公庫社債（一般担保付） 0.001 500,000 499,974 2024/３/11  

第146回一般担保住宅金融支援機構債券 0.757 100,000 100,124 2024/１/19  

第149回一般担保住宅金融支援機構債券 0.704 200,000 200,458 2024/３/19  

第256回一般担保住宅金融支援機構債券 0.03 300,000 300,031 2024/３/19  

第66回日本学生支援債券 0.001 200,000 199,989 2024/２/20  

第27回沖縄振興開発金融公庫債券 0.03 100,000 100,009 2023/12/20  

第23回国際協力機構債券 0.684 1,100,000 1,101,894 2024/２/21  

第26回国際協力機構債券 0.588 200,000 200,896 2024/９/20  

小 計  6,130,000 6,141,970   

金融債券      

第348回信金中金債（５年） 0.1 100,000 100,003 2023/11/27  

第354回信金中金債（５年） 0.05 100,000 100,019 2024/５/27  

第356回信金中金債（５年） 0.02 100,000 100,004 2024/７/26  

第357回信金中金債（５年） 0.02 100,000 99,973 2024/８/27  

小 計  400,000 400,000   

普通社債券(含む投資法人債券)      

第15回成田国際空港株式会社社債（一般担保付） 0.739 200,000 200,353 2024/２/20  

第79回中日本高速道路株式会社社債（一般担保付、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構重畳的債務引受条項付） 0.04 1,100,000 1,100,004 2024/８/19  

第80回中日本高速道路株式会社社債（一般担保付、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構重畳的債務引受条項付） 0.03 500,000 499,788 2024/10/30  

第66回西日本高速道路株式会社社債（一般担保付、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構併存的債務引受条項付） 0.08 200,000 200,057 2024/５/20  

第24回株式会社大林組無担保社債（社債間限定同順位特約付）（サステナビリティボンド） 0.11 800,000 800,311 2024/６/20  

第23回清水建設株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.25 100,000 100,105 2024/８/２  

第７回住友林業株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.16 800,000 800,143 2024/３/６  

第９回明治ホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.001 300,000 300,015 2023/11/27  

第11回アサヒグループホールディングス株式会社無担保社債（特定社債間限定同順位特約付） 0.23 600,000 600,712 2024/６/13  

第15回アサヒグループホールディングス株式会社無担保社債（特定社債間限定同順位特約付） 0.001 200,000 199,971 2024/３/15  

第12回キリンホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.08 1,200,000 1,199,813 2024/９/５  

第５回サントリー食品インターナショナル株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.001 400,000 399,928 2024/７/８  

第５回ヒューリック株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.949 300,000 301,150 2024/４/24  

第13回株式会社セブン＆アイ・ホールディングス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.06 500,000 500,032 2023/12/20  

第31回東レ株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.25 1,000,000 1,001,134 2024/７/19  

第11回旭化成株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.07 600,000 600,024 2024/９/６  

第21回レンゴー株式会社無担保社債（特定社債間限定同順位特約付） 0.28 100,000 100,017 2023/12/８  

第49回住友化学株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.944 300,000 301,094 2024/４/25  

第57回住友化学株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.24 100,000 100,073 2024/９/13  

第45回三井化学株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.26 700,000 700,908 2024/７/24  

第12回株式会社三菱ケミカルホールディングス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.918 100,000 100,052 2023/12/12  

第15回株式会社三菱ケミカルホールディングス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.8 100,000 100,452 2024/６/17  

第43回ＤＩＣ株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.19 700,000 700,287 2024/４/19  

第４回住友三井オートサービス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.15 600,000 599,698 2024/10/31  

第６回富士フイルムホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.18 200,000 200,083 2024/３/１   
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普通社債券(含む投資法人債券) ％ 千円 千円   

第13回富士フイルムホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.08 400,000 400,172 2024/７/26  

第８回出光興産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.09 200,000 199,933 2024/９/20  

第３回ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 0.02 100,000 99,999 2023/12/１  

第９回ＪＸホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.82 400,000 401,707 2024/６/４  

第13回横浜ゴム株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.25 500,000 500,082 2023/12/８  

第10回株式会社ブリヂストン無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.2 200,000 200,141 2024/４/19  

第12回株式会社ブリヂストン無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.13 500,000 500,226 2024/４/19  

第１回日本製鉄株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.14 300,000 300,167 2024/６/20  

第３回新日鐵住金株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.22 1,000,000 1,000,970 2024/５/20  

第27回ジェイ エフ イー ホールディングス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.17 300,000 300,219 2024/５/27  

第18回三井金属鉱業株式会社無担保社債（特定社債間限定同順位特約付） 0.2 200,000 200,021 2023/11/29  

第12回株式会社小松製作所無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.11 700,000 700,324 2024/６/６  

第21回ダイキン工業株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.681 100,000 100,435 2024/７/30  

第16回株式会社日立製作所無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.813 400,000 400,201 2023/12/13  

第８回日本電産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.1 1,000,000 1,000,291 2024/７/19  

第51回日本電気株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.36 500,000 500,718 2024/６/14  

第20回パナソニック株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.08 500,000 500,058 2023/12/22  

第２回株式会社村田製作所無担保社債（特定社債間限定同順位特約付） 0.15 1,000,000 1,000,106 2024/１/24  

第29回三菱重工業株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.662 200,000 200,922 2024/９/３  

第13回ＪＡ三井リース株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.15 1,100,000 1,100,489 2024/９/６  

第１回明治安田生命2019基金特定目的会社特定社債（一般担保付） 0.29 200,000 200,111 2024/８/２  

第75回伊藤忠商事株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.843 200,000 200,053 2023/11/29  

第78回伊藤忠商事株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.785 300,000 301,193 2024/５/30  

第66回三井物産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 2.213 100,000 101,492 2024/７/29  

第50回住友商事株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.769 100,000 100,292 2024/４/23  

第49回株式会社クレディセゾン無担保社債（社債間限定同順位特約付） 1.023 420,000 420,753 2024/１/31  

第50回株式会社クレディセゾン無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.904 500,000 501,727 2024/４/24  

第51回株式会社クレディセゾン無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.884 500,000 502,290 2024/６/18  

第52回株式会社クレディセゾン無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.826 173,600 174,369 2024/７/31  

第15回株式会社りそなホールディングス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.25 1,100,000 1,101,154 2024/５/31  

第20回芙蓉総合リース株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 0.15 100,000 100,040 2024/７/22  

第15回ＮＴＴファイナンス株式会社無担保社債（日本電信電話株式会社保証付） 0.05 500,000 500,053 2023/12/20  

第56回株式会社ホンダファイナンス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.09 100,000 100,032 2024/６/19  

第66回株式会社ホンダファイナンス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.01 400,000 399,993 2023/12/20  

第70回株式会社ホンダファイナンス無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.001 400,000 399,704 2024/９/19  

第97回トヨタファイナンス株式会社無担保社債（社債間限定同等特約付） 0.001 200,000 199,961 2024/７/22  

第12回株式会社オリエントコーポレーション無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.6 300,000 300,128 2023/12/15  

第29回株式会社オリエントコーポレーション無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.14 200,000 199,985 2024/２/21  

第175回オリックス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 1.064 500,000 500,080 2023/11/24  

第180回オリックス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.797 100,000 100,525 2024/９/４  

第193回オリックス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.26 100,000 100,112 2024/９/13  

第196回オリックス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.21 800,000 800,233 2024/３/18  

第18回株式会社大和証券グループ本社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.871 900,000 904,905 2024/８/28  

第32回株式会社大和証券グループ本社無担保社債（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 0.23 300,000 300,024 2023/11/29  

第６回三井住友海上火災保険株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.13 100,000 100,043 2024/７/31  

第95回住友不動産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.987 200,000 200,328 2024/１/26   
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第96回住友不動産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.914 200,000 200,560 2024/３/18  

第97回住友不動産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.904 400,000 401,491 2024/４/26  

第98回住友不動産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.884 300,000 301,421 2024/６/10  

第99回住友不動産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.836 200,000 201,068 2024/７/29  

第100回住友不動産株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.809 300,000 301,764 2024/９/９  

第12回ＮＴＴファイナンス株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付）（旧エヌ・ティ・ティ都市開発株式会社第17回債） 0.61 100,000 100,437 2024/９/20  

第124回東武鉄道株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.001 300,000 300,002 2023/11/27  

第79回東京急行電鉄株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.709 200,000 200,584 2024/４/26  

第58回京成電鉄株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.001 200,000 199,879 2024/８/30  

第98回東日本旅客鉄道株式会社無担保普通社債（社債間限定同順位特約付） 0.757 200,000 200,280 2024/１/30  

第162回東日本旅客鉄道株式会社無担保普通社債（社債間限定同順位特約付） 0.001 100,000 99,994 2024/４/15  

第11回西日本旅客鉄道株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 2.21 800,000 805,658 2024/３/20  

第13回東海旅客鉄道株式会社無担保普通社債（社債間限定同順位特約付） 2.015 200,000 200,340 2023/12/20  

第23回日本郵船株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 2.36 100,000 101,230 2024/６/７  

第39回日本郵船株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.53 900,000 902,132 2024/５/31  

第41回日本郵船株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.29 200,000 200,163 2024/８/29  

第19回株式会社商船三井無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.97 100,000 100,507 2024/６/19  

第20回ＫＤＤＩ株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.803 300,000 300,199 2023/12/20  

第23回ＫＤＤＩ株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.11 200,000 200,011 2023/11/22  

第26回ＫＤＤＩ株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.13 400,000 400,156 2024/４/26  

第29回沖縄電力株式会社社債（一般担保付） 0.001 200,000 199,953 2024/６/25  

第39回電源開発株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.929 300,000 300,692 2024/２/20  

第40回電源開発株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.889 100,000 100,498 2024/６/20  

第41回電源開発株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.782 100,000 100,531 2024/８/20  

第26回東京瓦斯株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 2.29 600,000 606,958 2024/５/27  

第12回西部瓦斯株式会社無担保社債（社債間限定同順位特約付） 0.808 100,000 100,055 2023/12/13  

小 計  37,193,600 37,249,569   

合 計  52,994,600 53,088,362   
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区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コマーシャル・ペーパー 999,093 1.8 
 
（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年11月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債 53,088,362 95.6 

その他有価証券 999,093 1.8 

コール・ローン等、その他 1,442,724 2.6 

投資信託財産総額 55,530,179 100.0 
 
（注）比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

国内その他有価証券 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年11月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 55,530,179,014   

 コール・ローン等 1,372,148,189   

 地方債証券(評価額) 9,296,822,217   

 特殊債券(評価額) 6,541,970,937   

 社債券(評価額) 37,249,569,051   

 その他有価証券 999,093,425   

 未収利息 64,409,919   

 前払費用 6,165,276   

(B) 負債 290   

 未払利息 290   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 55,530,178,724   

 元本 53,413,757,398   

 次期繰越損益金 2,116,421,326   

(D) 受益権総口数 53,413,757,398口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,396円 
 
（注）当ファンドの期首元本額は55,511,454,733円、期中追加設定

元 本 額 は 2,906,495,857 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は
5,004,193,192円です。 

（注）2023年11月20日現在の元本の内訳は以下の通りです。 
・公社債投信７月号 7,409,336,498円
・公社債投信12月号 6,920,024,656円
・公社債投信６月号 5,123,234,672円
・公社債投信10月号 5,046,066,880円
・公社債投信11月号 4,423,490,854円
・公社債投信８月号 4,172,767,944円
・公社債投信１月号 4,016,268,850円
・公社債投信９月号 3,580,017,173円
・公社債投信４月号 3,355,032,863円
・公社債投信３月号 3,174,357,362円
・公社債投信５月号 3,143,593,939円
・公社債投信２月号 3,049,565,707円

（注）１口当たり純資産額は1.0396円です。 

 

○損益の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 受取利息等収益 233,827,414   

 受取利息 234,537,790   

 支払利息 △      710,376   

(B) 有価証券売買損益 △  209,251,763   

 売買益 2,130,419   

 売買損 △  211,382,182   

(C) 保管費用等 △       65,775   

(D) 当期利益(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 24,509,876   

(E) 前期繰越損益金 2,174,214,115   

(F) 追加信託差損益金 114,504,143   

(G) 解約差損益金 △  196,806,808   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,116,421,326   

 次期繰越損益金(Ｈ) 2,116,421,326   
 
（注）損益の状況の中で (B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 
（注）損益の状況の中で (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注）損益の状況の中で (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の
際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 
 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 

 

○お知らせ 

 

 2022年11月22日から2023年11月20日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

約款変更について 


